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日
光
東
照
宮
・

日
光
東
照
宮
・

五
重
塔
に
秘
め
ら
れ
た

五
重
塔
に
秘
め
ら
れ
た

古
来
の
技
が

古
来
の
技
が

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
つ
な
が
る

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
つ
な
が
る

　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
Ⓡ

と
日
光
の
間
を
特
急
ス
ペ
ー
シ
ア
が
結
ん
で
い
ま
す
。

今
日
の
日
本
の
最
先
端
技
術
を
駆
使
し
て
完
成
し
た
、
世
界
一
の
高
さ
を
誇
る

自
立
式
電
波
塔
「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」。
片
や
、
開
山
以
来
１
２
０
０
年
余

の
歴
史
を
重
ね
る
世
界
遺
産
の
日
光
。
ま
っ
た
く
対
極
に
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト

で
す
が
、
実
は
「
温
故
知
新
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
結
ば
れ
て
い
る
の
で
す
。

ヒ
ン
ト
は
「
五
重
塔
」
に
あ
り
。

　

そ
の
謎
を
解
き
に
、
い
ざ
緑
濃
き
日
光
へ
。

東
武
日
光
（
と
う
ぶ
に
っ
こ
う
）
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東
武
日
光
駅
か
ら
門
前
町
の
通
り
を
そ
ぞ
ろ
歩
い
て
日

光
山さ

ん

内な
い

を
目
指
し
ま
す
。
世
界
遺
産
登
録
を
機
に
、
こ
の

通
り
は
歩
道
の
拡
幅
や
家
並
み
の
統
一
な
ど
の
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
名
物
の
日
光
ゆ
ば
を
提
供
す
る
店
が

目
に
つ
く
の
は
い
ま
も
昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
最
近
で
は

夏
場
に
日
光
の
天
然
氷
を
使
っ
た
か
き
氷
も
人
気
で
す
。

　

ほ
ど
な
く
水
清
ら
か
な
大だ

い

谷や

川が
わ

に
架
か
る
朱
塗
り
の
神し

ん

橋き
ょ
うが

見
え
て
き
ま
し
た
。
日
光
橋
を
渡
れ
ば
、
深
い
杉
木

立
の
日
光
山
内
。
日
光
東
照
宮
、
日
光
二ふ

た

荒ら

山さ
ん

神
社
、
日

光
山
輪り

ん

王の
う

寺じ

の
、
い
わ
ゆ
る
二
社
一
寺
が
世
界
遺
産
・
日

光
の
中
心
で
す
。
今
回
の
旅
の
メ
イ
ン
は
、
東
照
宮
の
境

内
に
建
つ
五
重
塔
。
こ
の
塔
の
内
部
を
貫
く
「
心
柱
」
は

吊
り
下
げ
式
に
な
っ
て
い
て
、
地
盤
よ
り
10
セ
ン
チ
ほ
ど

浮
い
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
は
古
来
の
優
れ
た
免
震
技

術
で
す
が
、
実
は
今
春
オ
ー
プ
ン
し
た
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
Ⓡ

に
は
、
こ
の
五
重
塔
の
心
柱
を
参
考
に
し
た
「
心
柱
制
振
」

と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
開
業
に
合
わ
せ
、
ま

た
東
照
宮
４
０
０
年
祭
（
平
成
27
年
）
の
プ
レ
企
画
と
し
て
、

五
重
塔
の
内
部
を
来
年
３
月
ま
で
特
別
公
開
中
。
開
か
れ

た
扉
の
奥
に
見
え
る
伝
説
の
心
柱
は
、
外
か
ら
の
光
を
受

け
て
神
秘
的
な
黄
金
色
に
輝
い
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

こ
の
五
重
塔
が
建
つ
山
内
の
標
高
は
６
３
０
〜
６
４
０
ｍ
。

つ
ま
り
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
だ
と
い
う

点
も
、
何
か
不
思
議
な
縁
を
感
じ
ま
す
。

　

期
間
限
定
の
見
ど
こ
ろ
を
も
う
ひ
と
つ
紹
介
。
そ
れ
は

輪
王
寺
の
大
本
堂
―
―
三さ

ん

仏ぶ
つ

堂ど
う

で
す
。
日
光
山
で
い
ち
ば

ん
大
き
な
建
物
で
あ
る
三
仏
堂
は
現
在
、平
成
の
大
修
理
中
。

そ
の
様
子
を
地
上
26
ｍ
の
高
さ
か
ら
見
学
で
き
る
の
で
す
。

五
重
塔
の
心し

ん

柱ば
し
ら

た
だ
い
ま
特
別
公
開
中

10



11

　

約
十
年
に
わ
た
る
解
体
修
理
の
間
、
お
堂
全
体
を
素す

屋や

根ね

が
す
っ
ぽ
り
包
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
素
屋
根
の
上
部

（
７
階
）
に
展
望
見
学
通
路
を
開
設
。
こ
こ
か
ら
内
部
の

お
堂
の
解
体
の
様
子
を
見
下
ろ
し
た
り
、
外
側
の
窓
か
ら

は
日
光
山
内
を
一
望
で
き
る
の
で
す
。
そ
の
名
も
「
地
上

26
ｍ
の
天
空
散
歩
」。
素
屋
根
の
１
階
に
は
「
標
高

６
３
４
ｍ
」
と
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
、
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
の
高
さ
。
つ
ま
り
三
仏
堂
の
「
天
空
散
歩
」
は
、

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
「
天
望
回
廊
」
に
重
な
る
の
で
す
。

　

徳
川
三
代
将
軍
家
光
公
の
墓
所
・
輪
王
寺
大た

い

猷ゆ
う

院い
ん

も
ま

た
日
光
山
内
の
重
要
な
見
ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ
。
家
康
公
を

祀
る
絢
爛
豪
華
な
東
照
宮
と
は
異
な
り
、
大
猷
院
の
建
物

は
金
と
黒
を
基
調
に
し
た
重
厚
な
造
り
で
す
。
ま
た
、
昨

年
の
大
河
ド
ラ
マ
『
江ご

う

〜
姫
た
ち
の
戦
国
〜
』
を
記
念
し

て
、
家
光
公
の
御
生
母
・
お
江
の
方
の
御
位
牌
が
公
開
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
も
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

趣
を
変
え
て
、
ほ
っ
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
ス
ポ
ッ
ト
を

ご
紹
介
。
大
谷
川
を
見
下
ろ
す
瀟

し
ょ
う

酒し
や

な
建
物
は
、
小
杉
放ほ

う

菴あ
ん

記
念
日
光
美
術
館
。
東
京
大
学
安
田
講
堂
の
壁
画
で
知

ら
れ
る
日
光
出
身
の
画
家
・
小
杉
放
庵
と
そ
の
周
辺
の
画

家
、
ま
た
近
代
の
日
光
の
文
化
を
紹
介
す
る
美
術
館
で
す
。

建
物
の
一
角
に
は
喫
茶
室
を
併
設
。
日
光
の
美
味
し
い
水

で
淹
れ
る
香
り
豊
か
な
コ
ー
ヒ
ー
が
自
慢
で
す
。

　

も
う
１
軒
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
は
、ガ
ラ
ス
工
房「
グ

ラ
ス
ス
タ
ジ
オ　

ポ
ン
テ
」。
こ
こ
で
は
気
軽
に
吹
き
ガ

ラ
ス
体
験
が
で
き
、
ス
タ
ッ
フ
の
丁
寧
な
ア
シ
ス
ト
に

よ
っ
て
、
素
敵
な
マ
イ
グ
ラ
ス
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

世
界
に
ふ
た
つ
と
な
い
自
作
の
グ
ラ
ス
―
―
こ
れ
も
か
け

が
え
の
な
い
日
光
の
思
い
出
に
な
り
ま
す
。

日
光
の
天
空
散
歩
と

東
京
の
天
望
回
廊

11
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東武日光データファイル
〈日光東照宮 五重塔初重内部特別公開〉・・
●期間＝平成25年３月31日（日）まで　●公
開時間＝８：00～17：00（11月～３月は～16：
00）　●観覧料＝大人（中学生以上）300円／
小学生200円　☎0288-54-0560
〈輪王寺　地上26メートルの天空散歩〉・・
●期間＝平成32年度まで（予定）　●公開時
間＝８：00～16：00（2/3の節分会、4/1・2の
強飯式は休み）　●料金＝大人400円／小・
中学生200円　☎0288-53-4646
〈拝観時間（二社一寺共通）〉・・８：00～17：
00（11月～３月は～16：00）　＊輪王寺の宝
物殿・逍遙園は8/9（木）・10/11（木）・12/13
（木）・14（金）休館
〈世界遺産めぐり手形（循環バス）〉・・●運
賃＝500円（小児半額）　●ルート＝JR日光

駅→東武日光駅→西参道→蓮華石間が１日に
何回でも乗降自由　●発売場所＝東武日光駅
ツーリストセンター（９：00～17：00）／JR日光
駅みどりの窓口（6：00～20：00）　問東武バス
日光 日光営業所　☎0288-54-1138
〈二社一寺共通拝観券（２日間有効）〉・・●料
金＝一般1000円／高校生600円／小・中学
生400円　●共通拝観券に含まれないもの＝
日光東照宮奥社、五重塔初重内部特別公開／
輪王寺宝物殿・逍遙園、地上26メートルの天
空散歩／二荒山神社神苑　●発売場所（３か
所）＝東照宮入場口向かって右手／輪王寺第
１駐車場／東武観光センター（西参道）隣　
☎0288-54-2007
〈小杉放菴記念日光美術館〉・・●交通＝東
武日光駅から清滝・細尾、中禅寺・湯元、西
参道方面行きバスで「神橋」下車、徒歩３分　

●開館時間＝９：30～17：00（入館は16：30ま
で）　●休館日＝月曜　●入館料＝一般700
円／大学生500円／高校生以下無料　●イ
ベント＝音楽朗読劇　童話『猫は生きている』
 時８月４日（土）　18：30　￥1000円／日光
出前寄席 四　 時８月25日（土）　18：30　
￥2000円　☎0288-50-1200
〈グラススタジオ ポンテ(吹きガラス体験)〉・・
●交通＝東武日光駅からタクシー７分（体験教
室予約の場合は送迎）　●体験時間＝10：00
～17：30（受付は9：45～17：00）　●定休日
＝火曜・第４水曜（お盆・祝日・連休中は営業）
●料金＝タンブラー（透明）3675円、ぐいのみ
（透明）3150円など　ほかにサンドブラスト体
験、アクセサリー作り体験あり　
☎0288-54-1688
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